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＜連絡事項＞
・オンコールの変更があります。

　11/11（金）準夜チーフですが橘JGMから高橋SGMへ変更となります。

当番表の変更はしていますので、周知お願いします。

・ＦＯＲ 秋・冬号　表紙・裏表紙写真募集について
今季もＦＯＲ秋・冬号の表紙・背表紙写真の募集を致したいと思います。
　下記の応募内容をご覧頂き、奮ってご応募下さい。
　写真：秋・冬を連想させる写真
　応募方法：精神領域　小島怜、高齢・総合　谷地奈津子へメール若しくは直接渡して下さい。
　応募期間：10/24（月）～11/15（火） 結果公表：12月中旬　※投票にて決定
　※不明な点は、谷地、小島までお問い合わせ下さい。

・山田MNSが3週間ほど休まれる為、受け持ち患者様を各担当へ割り振っています。

　各自ご確認お願いします。

＜患者様連絡事項＞
・木村　義重様～風邪症状軽減した為、ツムラ葛根湯（漢方製剤）飲み切り止めとなっています。

・布施　邦雄様～風邪症状軽減した為、ツムラ葛根湯（漢方製剤）飲み切り止めとなっています。

・小笠原　禮子様～咳嗽訴えています。主治医不在の為、田名部Drへ情報提供し、

本日夕よりＰＬ（総合感冒薬）1日分処方となっています。

・大上　なみ様～軽度の鼻閉本人希望にて25日朝から小青竜湯（漢方製剤）1日分処方と

なっています。

※感冒症状を訴える患者様が増えています。身体管理への援助を行っていきましょう。

＜週間予定＞
　今週は川端Ｄｒが不在となっています。

24（月）　腹囲測定（大釜万知様）

25（火）　学術ＰＰＴ締め切り、インフルエンザ予防接種、モップ付け、症例検討会

26（水）　リネン交換（毛布）

27（木）　皮膚科診察皮膚科診察（次回祝日の為、確認）、看護グループ内研修

28（金）　歯科受診（木村義重様・三上勇様）、看護グループ内研修、モップ取り

＜患者様ケース検討＞

・菊地　明子様～表情の冴えなさあり、不安感も内在しているようですが、自制内で日課・プロ

グラムには支障なく取り組まれています。不安感や身体不調の有無について

観察・確認し、出来ている事については評価していきましょう。

・上村　みわ様～身長は変化ありませんが、「２mm縮んだ」と話し、スタッフの氏名を挙げ

　　　　　　　　ながら、「注射してもらう。」と外出プログラムの参加を拒んでいます。

　　　　　　　　又、早朝覚醒もみられています。

　　　　　　　　日課・プログラムの取り組み状況、睡眠状況について観察・確認して

いきましょう。現在の状態について言語化出来るよう関わっていき

ましょう。

・林　田鶴子様～弟様付き添いにて外出より帰院しています。外泊中は、自宅のモップ掛けや食器の片付けを手伝ってきたとの事です。また、家で食べ過ぎたとの訴えもありますが、腹痛・嘔吐等は認められません。担当スタッフは外泊中の過ごし方に

　　　　　　　　ついて本人へフィードバックしながら、退院後の自宅療養を目標とした関わり

　　　　　　　　を行っていきましょう。

・稲垣恵利子様～本日の作業療法にて、作業スタッフが本人へ和みの会の内容を選択してもらっ

ていましたが、いつもは１回で決められるのに対し、中々決める事が出来ず「やっぱりこっちがいい」と、言い直す様子が5・6回は見られていました。以前もこのような行動が見られていた際に状態が変化した状況と酷似しています。

自治会で書記になり、新聞代徴収の事を気にされ何度か確認してくる様子も見られていました。自身の金銭管理もスタッフの介入や管理方法の変更後には状態が変化する方です。自己管理能力の介入が必要な方ですので、新聞代の徴収を行う際は必ずスタッフが付き添いながら行い、心的負荷の軽減を図っていき

　　　　　　　　ましょう。異常体験の内容にも変化が認められる為、所在確認しながら適宜介

入していきましょう。

・滝澤　久江様～「お父さんの子供がテレビに下敷きになっている」と訴えてくる事がありますが、以後異常体験に左右された訴えはありません。幻聴・幻覚に左右された発言や行動化に注意し、所在確認を行っていきましょう。

・中居　松男様～最近外出の訴えが多くなってきています。外出先についてはまとまっておらず、

担当スタッフ介入していますが、了解の悪さ見られています。今後についても

　　　　　　　アパートの単身生活を希望したり、「寂しいから嫌だ。」と話したり自身で定める

　　　　　　　事が出来ない状態です。

　　　　　　　退院後はアパートでの単身生活を再開させる予定として転入されましたが、

今回の入院にいたる経過や転入後の状況、特に認知能力及び自己管理能力を考慮するとアパートでの単身生活は困難と思われます。（疾病に関する認識の乏しさも認められています。）担当スタッフは御家族を交えた面談を実施し、

　　　　　　　退院後の方向性（アパートでの単身生活の可能性　を残した上で）を定め、

　　　　　　　それに沿ったプランを検討していくようにしましょう。










